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は
じ
め
に

　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
一
月
一
日
に
創
設
さ
れ
た
「
家
事
審
判
所
」
と

い
う
名
称
の
裁
判
所
は
、
同
日
施
行
の
家
事
審
判
法
に
規
定
さ
れ
た
裁
判
所
で

あ
る
。
こ
の
裁
判
所
は
、
日
本
国
憲
法
制
定
を
う
け
て
前
年
一
二
月
に
全
面
改

正
さ
れ
た
（
同
月
二
二
日
公
布
）
ば
か
り
の
民
法
第
四
編
「
親
族
」
お
よ
び
第

五
編
「
相
続
」
の
施
行
日
に
あ
わ
せ
て
誕
生
し
た（

（
（

。

　

前
年
の
憲
法
施
行
日
（
五
月
三
日
）
に
発
足
し
た
最
高
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、

家
事
審
判
所
と
は
「
家
庭
事
件
、
言
い
換
え
れ
ば
、
家
庭
内
や
親
族
の
間
に
生

じ
た
争
の
事
件
や
争
で
な
い
重
大
な
事
柄
の
事
件
を
や
さ
し
い
手
続
で
、
早

く
、
親
切
に
、
し
か
も
、
適
切
に
処
理
す
る
家
庭
事
件
専
門
の
裁
判
所（

（
（

」
で
あ

る
。「
義
に
も
欠
け
情
に
も
全
か
ら
ぬ
」「
血
で
血
を
洗
う
争
」
の
「
家
庭
事

件
」
を
「
理
想
的
に
解
決（

（
（

」
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
い
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
そ
の
重
要
な
一
つ
の
解
決
方
法
が
「
民
間
の
有
識
者
」
の
家
事
審
判
所

へ
の
参
画
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

家
事
審
判
所
が
創
設
さ
れ
た
目
的
は
「
國
民
を
し
て
改
正
民
法
に
従
い
平
和

な
家
庭
生
活
と
健
全
な
親
族
共
同
生
活
を
營
ま
し
め
る
た
め
、
家
庭
事
件
に
つ

い
て
氣
安
く
公
権
的
判
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と（

（
（

」
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
家
事

審
判
所
が
審
判
お
よ
び
調
停
の
対
象
と
す
る
家
庭
事
件
は
、
一
般
の
事
件
と
異

な
り
、
裁
判
官
が
法
律
の
み
を
適
用
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
り
、

「
民
間
人
の
關
與
に
よ
つ
て
、
親
族
間
の
情
誼
と
義
理
人
情
と
を
考
慮
し
た
」

具
体
的
妥
当
な
処
理
を
す
る
こ
と
が
必
要（

（
（

と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
家
事
審
判

所
発
足
二
ヵ
月
前
の
昭
和
二
二
年
一
〇
月
下
旬
の
『
朝
日
新
聞
』
社
説
「
家
事

審
判
所
設
置
の
意
義
」
が
言
う
と
お
り
「
法
律
専
門
家
た
る
裁
判
官
と
、
世
故

人
情
に
通
じ
た
民
間
人
と
が
一
体
と
な
つ
て
、
家
族
間
の
情
誼
を
考
慮
し

つ
ゝ
、
家
庭
事
件
の
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と（

（
（

」
こ
そ
が
、
家
事
審
判
所
創
設
の

意
義
で
あ
っ
た
。

第
一
回
国
会
審
議
に
み
る
家
事
審
判
所

―
家
事
審
判
官
お
よ
び
参
与
員
・
調
停
委
員
へ
の
期
待
と
懸
念
―長　

　

沼　
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し
た
が
っ
て
、
家
事
審
判
所
を
構
成
す
る
職
員
の
う
ち
「
法
律
専
門
家
た
る

裁
判
官
」
で
あ
る
家
事
審
判
官
と
、「
世
故
人
情
に
通
じ
た
民
間
人
」
た
る
参

与
員
お
よ
び
調
停
委
員
と
の
役
割
は
、
決
定
的
に
重
要
な
も
の
と
な
る（

（
（

。
本
稿

は
、
家
事
審
判
所
の
機
能
の
中
核
を
担
う
家
事
審
判
官
お
よ
び
参
与
員
・
調
停

委
員
に
つ
い
て
、
日
本
国
憲
法
施
行
直
後
の
第
一
回
国
会
（
昭
和
二
二
年（

（
（

）
で

の
審
議
過
程
を
ふ
り
か
え
る（
（1
（

こ
と
に
よ
り
、
家
事
審
判
所
の
家
事
審
判
官
お
よ

び
参
与
員
・
調
停
委
員
に
期
待
さ
れ
た
役
割
と
問
題
点
と
を
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
。

一　

�

参
議
院
司
法
委
員
会
（
昭
和
二
二
年
七
月
三
〇
日
）�

に
お
け
る
審
議�

―
家
事
審
判
所
の
設
置
お
よ
び�

　

  

家
事
審
判
官
の
配
置
を
め
ぐ
る
現
実
―

　

第
一
回
国
会
に
お
い
て
家
事
審
判
官
に
関
す
る
審
議
が
最
初
に
な
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
二
二
年
七
月
三
〇
日
（
水
曜
日
）
の
参
議
院
司
法
委
員
会
で
あ
る
。

こ
の
日
、
予
備
審
査
の
た
め
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
民
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
、
片
山
内
閣
の
国
務
大
臣
（
司
法
大
臣（
（1
（

）
の
鈴
木
義

男
（
日
本
社
会
党
所
属
の
衆
議
院
議
員（
（1
（

）
は
政
府
を
代
表
し
て
民
法
改
正
案
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
の
う
ち
、
婚
姻
に
関
連
す
る
離
婚
に
つ
い
て
の

説
明
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

�

尚
離
婚
原
因
に
関
す
る
從
來
の
複
雜
旦
つ
不
平
等
な
規
定
を
整
理
し
て
、

こ
れ
を
夫
婦
間
に
平
等
な
も
の
と
す
る
と
共
に
、
婚
姻
を
継
続
し
難
い
重

大
な
事
由
が
あ
る
と
き
も
離
婚
を
請
求
で
き
る
こ
と
と
し
、
同
時
に
、
裁

判
所
は
、
法
律
上
の
離
婚
原
因
が
あ
る
場
合
で
も
、
一
切
の
事
情
を
斟
酌

し
て
、
婚
姻
の
継
続
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
離
婚
の
請
求
を
棄
却
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
尚
、
離
婚
に
伴
い
、
離

婚
し
た
者
の
一
方
か
ら
、
相
手
方
に
対
し
、
財
産
の
分
與
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
等
に
つ
い
て
爭
い
が
あ
る
と
き
は
、
家
事

審
判
所
で
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

　
　

�　

尚
、
離
婚
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
協
議
離
婚
が
、
当
事
者
特
に
妻
の
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れ
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0

0

0
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の
で
、
政
府
と
し
て
も
十
分
檢
討
の
結
果
、
家
事
審
判
所
を

各
地
方
に
多
数
設
置
し
、
容
易
に
そ
の
確
認
を
受
け
る
よ
う
な
途
が
講
ぜ

ら
れ
る
な
ら
ば
格
別
、
財
政
上
家
事
審
判
所
の
開
設
箇
所
、
及
び
こ
れ
に

0
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れ
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を
前
提
に
し

て
考
え
る
と
き
は
、
莫
大
な
数
に
上
る
離
婚
に
つ
い
て
悉
く
右
の
よ
う
な

確
認
の
手
続
を
経
る
こ
と
は
、
協
議
離
婚
の
届
定
を
困
難
に
し
、
延
い
て

は
健
全
な
婚
姻
制
度
を
維
持
す
る
ゆ
え
ん
で
は
な
い
と
考
え
、
右
の
意
見

を
採
ら
な
か
つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
（
傍
点
は
引
用
者
。
以
下
同
）。
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こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、「
家
事
審
判
所
を
各
地
方
に
多
数
設
置
」
す
る
こ

と
は
「
財
政
上
」「
著
し
く
制
限
さ
れ
る
現
状
」
が
あ
り
、
か
つ
家
事
審
判
所

に
「
配
置
で
き
る
家
事
審
判
官
の
数
」
も
ま
た
「
著
し
く
制
限
さ
れ
る
現
状
」

に
あ
る
こ
と
を
政
府
が
率
直
に
認
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
敗
戦
か
ら
間
も
な
い

我
が
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
、
家
事
審
判
所
は
出
発
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

�

衆
議
院
司
法
委
員
会
（
昭
和
二
二
年
八
月
一
四
日
）�

に
お
け
る
審
議

（
一
）「
互
譲
」
に
よ
る
解
決
と
民
間
人
へ
の
期
待

　

家
事
審
判
法
案
が
国
会
で
最
初
に
審
議
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
二
年
八
月

一
四
日
の
衆
議
院
司
法
委
員
会
で
あ
る
。
同
月
一
一
日
に
同
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
ば
か
り
の
同
法
案
に
つ
い
て
、
政
府
委
員
（
司
法
政
務
次
官
）
の
佐
竹
晴

記
（
衆
議
院
議
員（

（1
（

）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
説
明
し
た
。
同
法
案
の
提
案
理
由
に

関
す
る
政
府
の
最
初
の
説
明
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る

の
で
、
長
文
に
わ
た
る
が
全
文
を
引
用
し
よ
う
。

　
　

�　

日
本
國
憲
法
の
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的

平
等
の
大
原
則
に
則
り
、
民
法
中
身
分
法
の
分
野
に
お
い
て
一
大
改
正
を

加
え
る
こ
と
と
な
り
、
す
で
に
こ
れ
が
改
正
法
律
案
をマ
マ

提
案
を
致
し
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
由
來
身
分
關
係
に
基
く
家
庭
内
や
親
族
間
の
紛
争
に
つ

き
ま
し
て
も
、
訴
訟
制
度
の
も
と
に
お
き
ま
し
て
は
、
夫
婦
、
親
子
、
兄

弟
、
親
族
が
お
互
い
に
原
告
、
被
告
と
し
て
法
廷
に
對
立
し
、
黒
白
を
争

は
ね
ば
な
ら
ず
、
家
庭
の
平
和
と
健
全
な
親
族
共
同
生
活
の
維
持
を
は
か

る
と
い
う
見
地
か
ら
は
、
理
想
に
反
す
る
遺
憾
な
點
が
あ
る
の
で
あ
り
ま

し
て
、
家
庭
内
や
親
族
間
の
紛
争
を
理
想
的
に
解
決
い
た
す
た
め
に
は
、
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で
、
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が
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ま
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し
い
0

0

の
で
あ
り
ま
す
。
つ
と
に
、
各
方
面
か
ら
か
か
る
要
請
を
充
足
す
る

制
度
と
し
て
か
つ
ま
た
家
庭
内
や
親
族
間
の
重
大
事
項
に
つ
い
て
後
見
指

導
を
す
る
制
度
と
し
て
家
事
審
判
所
制
度
の
設
置
が
要
望
さ
れ
、
し
ば
し

ば
そ
の
趣
旨
の
建
議
や
請
願
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
司
法
省
に
お
き

ま
し
て
も
、
か
か
る
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
つ
と
に
こ
の
家
庭
内
や

親
族
間
の
紛
争
と
重
大
事
項
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
家
庭
事
件
に
つ
い
て
、

審
判
と
調
停
を
行
う
制
度
と
し
て
、
家
事
審
判
所
制
度
の
設
置
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
、
そ
の
一
環
と
し
て
昭
和
十
四
年
に
家
庭
事
件
に
つ
い

て
調
停
を
行
う
制
度
と
し
て
、
人
事
調
停
法
の
制
定
を
見
、
相
當
の
成
果

を
あ
げ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
正
民
法
に
從
い
國

民
が
平
和
な
家
庭
生
活
と
健
全
な
親
族
共
同
生
活
を
営
み
ま
す
た
め
に

は
、
こ
の
機
會
に
、
家
事
審
判
所
制
度
を
全
面
的
に
採
用
す
る
こ
と
を
必

要
と
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
本
法
案
を
提
出
し
て
御
審
議
を
仰
ぐ
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
　

�　

次
に
、
本
法
案
の
内
容
と
す
る
主
要
な
諸
點
を
あ
げ
て
御
説
明
い
た
し
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ま
す
。

　
　

�　

第
一
は
、
家
事
審
判
所
は
、
家
庭
事
件
の
み
を
取
扱
い
、
そ
の
手
続
も

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

訴
訟
手
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に
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い
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の
で
あ
り
ま
し
て
、
訴
訟
事
件
を
取
扱
う
裁
判
所

と
は
、
処
理
す
る
事
件
及
び
処
理
す
る
手
続
を
異
に
い
た
し
ま
す
の
で
、

家
事
審
判
所
を
、
家
庭
事
件
の
み
を
取
扱
う
地
方
裁
判
所
の
特
別
の
支
部

と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

�　

第
二
は
家
事
審
判
所
が
取
扱
う
事
件
で
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
事
件
の
う

ち
、
離
婚
事
件
、
離
縁
事
件
等
、
そ
の
性
質
上
訴
訟
手
続
に
よ
つ
て
処
理

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
事
件
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
家
庭
事
件
は
、
す

べ
て
審
判
事
件
と
し
、
ま
た
禁
治
産
事
件
、
失
踪
事
件
等
、
そ
の
性
質
上

調
停
に
適
さ
な
い
事
件
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
家
庭
事
件
は
す
べ
て
調
停

事
件
と
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
審
判
の
對
象
と
な
ら
な
い
訴
訟
事

件
に
つ
い
て
は
、
調
停
前
置
主
義
を
と
り
、
ま
た
調
停
に
適
す
る
審
判
事

件
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
調
停
に
付
し
得
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
て
、

家
庭
事
件
は
す
べ
て
一
應
家
事
審
判
所
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
と
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
ま
す
と
と
も
に
、
家
庭
事
件
を
可
及
的
に
關
係
人
の
互
譲
に
よ
つ
て
、

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

圓
滿
に
か
つ
自
主
的
に
解
決
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

�　

第
三
は
、
審
判
は
原
則
と
し
て
家
事
審
判
官
が
参
與
員
の
参
與
に
よ
つ

て
行
い
、
調
停
は
原
則
と
し
て
家
事
審
判
官
と
調
停
委
員
を
も
つ
て
組
織

す
る
調
停
委
員
會
が
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
て
、
法
律
専
門
家
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

裁
判
官
と
世
故
人
情
に
通
じ
た
徳
望
あ
る
民
間
人
が
一
體
と
な
つ
て
、
親

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

族
間
の
情
誼
を
考
慮
し
て
、
家
庭
事
件
を
具
體
的
妥
當
に
解
決
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う

に
措
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

�　

第
四
は
、
現
行
人
事
調
停
法
に
比
し
、
調
停
を
強
化
い
た
し
ま
し
た
、

婚
姻
ま
た
は
縁
組
の
無
效
事
件
、
嫡
出
子
の
否
認
事
件
等
の
調
停
に
お
き

ま
し
て
も
、
當
事
者
間
に
合
意
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
必
要
な
事
實
を

職
権
で
調
査
し
た
上
で
、
そ
の
合
意
に
相
當
す
る
審
判
を
な
し
得
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
家
庭
事
件
に
つ
い
て
調
停
が
成
立
し
な
い
場

合
に
は
、
強
制
調
停
を
も
な
し
得
る
途
を
開
き
ま
し
て
、
可
及
的
に
家
庭

事
件
を
訴
訟
に
よ
ら
ず
、
調
停
に
よ
つ
て
処
理
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

た
。

　
　

�　

第
五
は
、
参
與
員
及
び
、
調
停
員
に
つ
い
て
秘
密
漏
泄
の
罰
則

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
設
け

ま
し
て
、
家
庭
内
の
秘
密
が
世
間
に
暴
露
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
て
、
當

事
者
が
安
ん
じ
て
こ
の
家
事
裁
判
所
制
度
を
利
用
し
得
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
た
。

　
　

�　

以
上
諸
點
の
ほ
か
、
審
判
及
び
調
停
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
訴
事
件
手

続
法
を
準
用
し
て
、
そ
の
手
続
を
簡
素
に
い
た
し
ま
し
て
、
事
件
の
迅
速

0

0

0

0

0

な
解
決
と
、
費
用
の
軽
減

0

0

0

00

0

0

0

0

0

を
は
か
り
ま
し
た
。

　
　

�　

た
だ
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
の
が
本
法
案
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
他
の
詳
細
な
點
に
つ
き
ま
し
て
は
、
御
質
疑
に
應
じ
ま
し
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。
何
と
ぞ
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
あ
ら
ん
こ

と
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

右
の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
「
家
庭
事
件
」
を
処
理
す
る
家
事
審
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判
所
は
、
家
庭
事
件
を
「
可
及
的
に
關
係
人
の
互
譲
に
よ
つ
て
、
圓
滿
に
か
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

自
主
的
に
解
決
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

」
こ
と
を
め
ざ
す
裁
判
所
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
法
律
専

0

0

0

門
家
で
あ
る
裁
判
官
と
世
故
人
情
に
通
じ
た
徳
望
あ
る
民
間
人
が
一
體
と
な
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
、
親
族
間
の
情
誼
を
考
慮
し
て

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
家
庭
事
件
を
具
體
的
妥
當
に
解
決
す
る
」

よ
う
措
置
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
関
係
人
の
互
譲
」
と
「
親
族
間
の
情
誼
」
と

が
、
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
世
故
人
情
に
通
じ

0

0

0

0

0

0

0

た
徳
望
あ
る
民
間
人

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
し
て
の
「
参
與
員
及
び
、
調
停
員

0

0

0

0

00

0

0

0

」
へ
の
大
き
な
期

待
で
あ
る
。「
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
の
大
原
則
」
を
掲
げ
る
日

本
国
憲
法
の
下
、「
裁
判
官
に
民
間
有
識
者
を
加
え
た
機
關
」
た
る
家
事
審
判

所
は
「
訴
訟
の
形
式
に
よ
ら
な
い
で
、
親
族
間
の
情
誼
に
適
合
す
る
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

紛

争
を
処
理
す
る
こ
と
」
が
、
は
た
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。
家
事
審
判
官
お

よ
び
参
与
員
・
調
停
委
員
を
主
た
る
担
い
手
と
す
る
家
事
審
判
所
が
戦
後
の
日

本
社
会
に
お
い
て
現
実
に
果
た
し
た
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
る
。

（
二
）
終
戦
直
後
の
家
族
問
題
―
扶
養
を
め
ぐ
っ
て
―

　

こ
の
点
に
関
連
し
、
当
日
の
同
委
員
会
で
榊
原
千
代
委
員
（
衆
議
院
議
員
。

日
本
社
会
党
所
属（
（1
（

）
が
民
法
第
四
編
「
親
族
」
の
第
六
章
「
扶
養
」
に
関
し

て
、
つ
ぎ
の
発
言
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　

�　

第
六
章
の
扶
養
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
八
百
七
十
七
條
に
は
「
直
系

血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
、
互
に
扶
養
を
す
る
義
務
が
あ
る
。」
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
が
す
べ
て
う
ま
く
い
か
な
か
つ
た
場
合

は
、
家
事
審
判
所
が
何
で
も
取
扱
う
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
實
は
こ
の
扶
養
の
義
務
と
い
う
も
の
は
、
わ
が
國
の
家
族
制
度
を
支

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

え
て
お
る
と
こ
ろ
の
大
き
な
柱
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
が
い
か
に
國
民
生
活
の
上
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
お
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い

う
こ
と
を
私
は
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
か
ら
よ
い
も
の
が
生

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ま
れ
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
今
後

は
お
そ
ら
く
隠
居
制
度
も
な
く
な
り
ま
し
て
、
死
ぬ
ま
で
め
い
め
い
財
産

を
も
つ
て
お
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
し
、
死
ね
ば
財
産
は
配
偶
者
に
ま
ず
わ

け
ら
れ
、
そ
し
て
兄
弟
に
は
均
分
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
意
味

か
ら
も
、
こ
う
い
う
扶
養
の
義
務
と
い
う
よ
う
な
法
律
的
な
も
の
で
、
お

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

互
い
を
拘
束
し
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
新
憲
法
の
精
神
か
ら
も
、
ど
ん
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

も
の
か

0

0

0

と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
血
で
血
を
洗
う
よ
う
な
裁
判
沙
汰
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
う
も
の
は
、
今
日
ま
で
も
多
く
扶
養
の
義
務
に
關
し
て
で
あ
つ
た

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
こ
の
よ
う
な
法
律
が
あ
り
ま
す
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
、
わ
が
國
に
は
社
會
制
度
、
社
會
保
障
と
い
う
も
の
が
発
達
し
ま
せ
ん

00

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
し
た

0

0

0

し
、
現
に
今
度
の
戰
争
の
よ
う
な
場
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
い
か

に
こ
う
い
う
も
の
が
見
え
ざ
る
拘
束
と
な
つ
て
、
そ
う
し
て
實
は
國
家
が

0

0

0

世
話
す
べ
き
多
く
の
引
揚
者
、
戰
災
者
、
復
員
者
な
ど
が
、
縁
故
關
係
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

00

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

追
い
や
ら
れ
ま
し
て
、
自
分
の
一
家
さ
え
支
え
る
こ
と
が
や
つ
と
こ
さ
の

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

無
力
な
家
庭
の
人
た
ち
が
、
こ
う
い
う
多
く
の
人
々
を
引
き
受
け
て
、
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0
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う
し
て
お
互
い
に
苦
し
み
合
つ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
事
實
も
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で

あ
り
ま
す
。
私
は
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
こ
そ
、
お
互
い
の
愛
情
に
よ
つ

て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
あ
り
ま
し
よ
う
か
。

　

個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
と
を
基
本
と
す
る
日
本
国
憲
法
の
下
、

「
家
」「
戸
主
権
」「
家
督
相
続
」
の
三
つ
を
中
核
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
明
治
民

法
の
親
族
編
・
相
続
編
は
全
文
改
正
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
、

日
本
国
憲
法
を
審
議
し
た
第
九
〇
帝
国
議
会
（
い
わ
ゆ
る
憲
法
議
会
）
に
お
け

る
北
村
圭
太
郎
議
員
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
家
の
制
度
は
わ
が
国
固
有

の
良
風
美
俗
で
あ
る
か
ら
新
憲
法
の
精
神
に
は
抵
触
し
な
い
と
考
え
る
閣
僚
や

両
院
議
員
が
少
な
か
ら
ず
い
た
」
こ
と（

（1
（

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の

当
時
は
、
ま
だ
「
明
治
民
法
の
考
え
は
庶
民
の
間
で
な
お
広
く
使
わ
れ
て
い

た（
（1
（

」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
一
方
、
同
年
（
昭
和
二
二
年
）
一
月
に
全
国
の
成

年
男
女
五
〇
〇
〇
名
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
、
毎
日
新
聞
社
に
よ
る
「
民

法
草
案
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
民
法
草
案
へ
「
未
婚
の
男
女
が

七
割
近
く
賛
成
し
た
」
と
い
う
。「
家
」
を
め
ぐ
っ
て
国
民
の
価
値
観
が
大
き

く
揺
れ
動
く
時
代
で
あ
っ
た
。

　

榊
原
千
代
の
質
問
に
対
し
、
政
府
委
員
（
司
法
省
民
事
局
長
）
の
奥
野
健
一（
（1
（

は
「
扶
養
に
關
す
る
訴
訟
事
件
は
、
き
わ
め
て
少
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
實
際

は
扶
養
の
規
定
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
活
用
し
て
扶
養
の
請
求
と
い
う
こ

と
は
、
事
件
と
し
て
は
非
常
に
少
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。

　
　

�

そ
の
點
改
正
案
に
お
き
ま
し
て
は
、
家
事
裁
判
所
に
相
當
権
限
を
広
く
與

え
ま
し
て
、
實
情
に
應
じ
て
―
法
に
よ
つ
て
順
位
が
き
ま
つ
て
お
つ
て

も
、
實
際
の
資
力
等
を
勘
案
し
ま
し
て
、
適
當
に
、
ま
た
扶
養
の
程
度
方

針
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
相
當
家
事
審
判
所
が
實
情
に
即
し
て
、
扶
養
の

關
係
を
処
理
し
て
い
く
。
し
か
も
家
事
審
判
所
が
關
與
す
る
前
に
は
、
必

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

ず
一
應
當
事
者
の
間
に
お
い
て
協
議
を
進
め
る
と
い
う
や
り
方
に
い
た
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ま
し
て
、
實
際
に
親
族
共
同
生
活
の
美
點
を
、
で
き
る
だ
け
維
持
し
た
い

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
に
い
た
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
た
親
族
間
で
相

0

0

0

0

0

助
け
合
お
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
認
め
て
お
り
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
、
國
家
あ
る

い
は
社
會
施
設
に
よ
る
生
活
保
護
と
い
う
よ
う
な
設
備
が
組
ま
れ
て
お
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
あ
る
い
は
一
つ
の
眞
相
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
親
族
間
の
一
つ
の
扶
養
の
義
務
を
認
め
る
と
同
時
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
大
い
に
社
會
國

家
の
公
な
施
設
に
お
い
て
、
扶
養
、
生
活
の
保
障
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
、
両
立
せ
し
め
て
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う

に
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
さ
ら
に
榊
原
は
「
扶
養
の
権
利
者
あ
る
い
は
義
務
者
の
順

位
、
あ
る
い
は
そ
の
程
度
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
法
律
で
規
定
に
な
つ
た

の
は
、
あ
る
意
味
で
は
私
は
こ
の
扶
養
の
義
務
と
い
う
も
の
が
揺
ぎ
出
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、「
世
の
中
の
傾
向
と
い
う
も
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の
は
、
だ
ん
だ
ん
に
社
會
主
義
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
」、「
法
律
で
強
制
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
」「
金
が
あ
る
者
が
な
い
者
を
み
て
や
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、

さ
ぞ
美
し
い
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
實
際
に
お
い
て
は
そ
れ
が
負
擔

に
な
り
ま
し
て
、
め
い
め
い
の
生
活
を
壓
迫
す
る
面
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
」
と
反
論
し
、「
社
會
保
障
制
度
を
急
速
に
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
に
私
た
ち
は
立
ち
至
つ
て
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
個
々
の
人
間
の

自
由
を
尊
重
す
る
と
い
う
よ
う
な
建
前
か
ら
も
、
か
え
つ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
」
と
政
府

を
問
い
質
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
奥
野
は
「
こ
の
案
に
お
き
ま
し
て
は
、
結
局
ど
の
程
度
の
扶

養
を
要
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
扶
養
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
、
す
べ
て

話
合
い
で
ま
ず
き
め
る
。
も
し
そ
れ
が
き
め
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
家
事
審
判
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が
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扶
養
の
必
要
性
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
と
に
ら
み
合
わ
せ
て
、
具
體
的
な
場
合
に
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適
當
に
き
め
る

0

0

0

0

0

0

」
と
、
家
事
審
判
所
の
役
割
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
る
。

　

榊
原
は
、
な
お
も
「
や
は
り
當
事
者
の
間
で
話
し
合
い
が
整
わ
な
い
、
そ
れ

を
裁
判
所
で
あ
る
意
味
で
は
強
制
す
る
こ
と
に
な
る

0

0
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0

0
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0

の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
義
務
と
し
て
扶
養
の
制
度
を
お
き
、
そ
う
し
て
そ
れ
を
家
事
審
判
所
の
よ

0
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う
な
も
の
の
力
で
強
請
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
よ
つ
て
、
か
え
つ
て
相
互
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間
の
親
族
と
し
て
の
美
し
い
意
情
が
抹
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
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か
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
恐
れ
ら
れ
る
」
と
自
ら
の
主
張
を
述
べ
、「
こ
う
い
う
よ
う
な
も
の

〔
扶
養
の
義
務
―
引
用
者
〕
は
法
律
か
ら
抹
殺
し
た
い
と
思
う
」
と
結
ん
だ
。

　

扶
養
を
め
ぐ
る
国
家
の
役
割
は
、
き
わ
め
て
今
日
的
な
問
題
で
も
あ
る
。
終

戦
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
家
事
審
判
所
が
扶
養
に
関
し
、
い
か
な
る
役
割

を
果
た
し
た
の
か
が
、
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三　

�

参
議
院
司
法
委
員
会
（
昭
和
二
二
年
八
月
一
五
日
・�

一
八
日
）
に
お
け
る
審
議

（
一
）
家
事
審
判
官
が
単
独
で
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
件

　

八
月
一
五
日
、
政
府
委
員
（
司
法
政
務
次
官
）
の
佐
竹
晴
記
が
前
日
（
八
月

一
四
日
）
の
衆
議
院
司
法
委
員
会
に
お
け
る
の
と
同
じ
く
、
家
事
審
判
法
案
の

提
案
理
由
を
説
明
し
た
。
こ
れ
を
う
け
、
三
日
後
の
八
月
一
八
日
に
質
疑
応
答

が
展
開
さ
れ
た
。

　

最
初
に
質
問
し
た
の
は
、
国
民
協
同
党
所
属
の
大
島
多
藏
で
あ
る
。
大
島
の

質
問
は
、
家
事
審
判
法
第
三
条
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
条
は
「
審
判
は
、

一
人
の
家
事
審
判
官
が
、
參
與
員
を
立
ち
會
わ
せ
、
又
は
そ
の
意
見
を
聽
い

て
、
こ
れ
を
行
う
。
調
停
は
、
家
事
審
判
官
及
び
調
停
委
員
を
以
て
組
織
す
る

調
停
委
員
會
が
こ
れ
を
行
う
。
家
事
審
判
所
は
、
相
當
と
認
め
る
と
き
は
、
前

二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
の
家
事
審
判
官
だ
け
で
審
判
又
は
調
停
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
る
。
大
島
は
、
右
の
「
相
當
と
認
め
る
と

き
」
に
つ
い
て
、「
裁
判
官
の
方
は
り
つ
ぱ
な
方
ば
か
り
と
は
私
も
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
あ
る
い
は
故
意
に
、
ほ
ん
と
う
は
調
停
委
員
會
あ
る
い
は
參
與
の

意
見
を
聽
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
す
ら
も
、
一
人
で
あ
る
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事
件
を
審
判
し
て
し
ま
う
、
あ
る
い
は
調
停
を
行
う
て
し
ま
う
と
い
う
危
險
が

あ
る
程
度
私
は
あ
り
得
る
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
、
立
案
者
の
考
え
を
質
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
司
法
省
民
事
局
長
の
奥
野
健
一
（
政
府
委
員
）
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
答
え
た
。

　
　

�　

原
則
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
審
判
の
方
は
參
與
員
を
立
ち
會
わ
せ
、
調

停
の
方
は
審
判
官
竝
び
に
調
停
委
員
を
も
つ
て
組
織
す
る
調
停
委
員
會
で

行
う
と
い
う
こ
と
に
い
た
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
審
判
事
件
あ
る

0

0

0

0

0

0

い
は
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で
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て
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、
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も
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は
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外
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と
し
て
家
事
審
判
官
だ
け
で
審
判
ま
た
は
調
停
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
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0

と

い
う
途
を
開
い
て
お
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
當
事
者
間
に
も

爭
い
の
な
い
よ
う
な
事
件
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
調
停
事
件
に
つ
き
ま

し
て
も
、
簡
單
に
親
戚
間
に
お
け
る
解
釋
等
で
き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
場
合
、
審
判
事
件
と
し
て
は
關
係
人
の
間
に
爭
い
の
な
い
、

子
供
の
氏
、
姓
を
か
え
る
と
い
う
ふ
う
な
き
わ
め
て
輕
微
、
明
瞭
な
事
件

に
つ
い
て
、
審
判
官
一
人
だ
け
で
審
判
も
し
く
は
調
停
を
行
い
得
る
途
を

開
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
は
、
や
は
り
審
判
官
一
人
で
は
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な
く
、
な
る
べ
く
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せ
、
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る
い
は
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會
を
組
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織
し
て
行
つ
て
い
き
た
い

0
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0
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と
い
う
の
が
原
則
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
一
人
の
家
事
審
判
官
だ
け
で
審
判
又
は
調
停
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
」
の
は
「
審
判
事
件
あ
る
い
は
調
停
事
件
で
き
わ
め
て
簡
易
な
、
明
瞭

な
も
の
」
に
限
ら
れ
「
例
外
」
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

質
問
者
の
大
島
は
、
さ
ら
に
「
私
と
し
て
は
ど
ん
な
に
簡
單
な
も
の
で
も
、
や

は
り
一
應
形
式
を
履
ま
な
け
れ
ば
こ
の
條
項
が
惡
用
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
懸
念

を
も
つ
て
お
る
」
と
し
て
、
参
与
員
ま
た
は
調
停
員
が
関
与
す
る
原
則
が
貫
徹

さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
く
求
め
た
。「
民
間
の
有
識
者（
（1
（

」
が
参
画
す
る
家
事
審

判
所
の
特
質
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
参
与
員
の
選
任
要
件

　

大
島
は
続
い
て
、
法
案
の
第
十
条
が
定
め
る
参
与
員
の
選
任
に
関
し
て
質
問

す
る
。
第
十
条
は
「
參
與
員
の
員
數
は
、
各
事
件
に
つ
い
て
六
人
以
上
と
す

る
。
參
與
員
は
、
地
方
裁
判
所
が
毎
年
前
も
つ
て
選
任
す
る
者
の
中
か
ら
、
家

事
審
判
所
が
各
事
件
に
つ
い
て
こ
れ
を
指
定
す
る
。
前
項
の
規
定
に
よ
り
選
任

さ
れ
る
者
の
資
格
、
員
數
そ
の
他
同
項
の
選
任
に
關
し
必
要
な
事
項
は
、
最
高

裁
判
所
が
こ
れ
を
定
め
る
。」
と
す
る
規
定
で
あ
る
。
大
島
は
「
い
か
な
る
理

由
で
、
こ
の
よ
う
に
最
高
裁
判
所
の
決
定
に
ま
つ
と
な
さ
つ
た
も
の
で
あ
る

か
。
こ
の
法
案
を
讀
め
ば
、
參
與
員
の
人
數
で
も
何
で
も
、
す
つ
き
り
わ
か
る

よ
う
に
な
つ
て
お
る
方
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
い
か
な
る
理
由
で

最
高
裁
判
所
の
決
定
に
ま
た
れ
た
の
で
あ
る
か
」
と
質
し
た
。
こ
の
質
問
に
対

す
る
奥
野
民
事
局
長
の
回
答
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

�　

法
律
の
中
で
徳
望
の
あ
る
者
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
經
驗
の
あ
る
者

と
い
う
ふ
う
に
規
定
す
る
こ
と
も
一
案
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
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度
最
高
裁
判
所
が
で
き
ま
し
て
、
す
べ
て
下
級
裁
判
所
に
對
す
る
監
督
を

行
い
、
裁
判
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
訴
訟
手
續
の
規
則
を
き
め
る
と
い

う
ふ
う
な
こ
と
も
、
す
べ
て
最
高
裁
判
所
の
權
限
に
属
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
の
參
與
員
の
資
格
、
た
と
え
ば
ど
う
い
う
條
件
を
備
え
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あ
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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0

0

0

女
性
を
ど
う
い
う
ふ
う
な
人
數
に
す
る
か
と
い
つ
た
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

な
こ
ま
か
い
こ
と
も
考
え
得
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
思
い
ま
し
て
、
大
體
に
お
い
て
の
監

督
が
最
高
裁
判
所
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

必
要
の
事
項
は
最
高
裁
判
所
が
き
め
た
い
と
思
え
ば
、
あ
ら
か
じ
め
規
則

を
も
つ
て
き
め
得
る
と
い
う
途
を
開
い
て
お
く
と
い
う
ふ
う
な
意
味
で
、

こ
の
規
定
を
設
け
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

右
の
回
答
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
、
参
与
員
を
選
任
す
る
要
件
の
一
つ
と

し
て
、
参
与
員
と
な
る
べ
き
者
が
当
該
地
域
に
一
定
期
間
居
住
し
て
い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
参
与
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
重
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
う
か
が
え
る
こ
と
で
あ
る
。
民
間
人
が
参
画
す
る
家
事

審
判
所
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
参
与
員
を
ど

の
よ
う
に
選
任
す
べ
き
か
が
、
司
法
省
お
よ
び
最
高
裁
判
所
で
検
討
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
予
測
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
調
停
委
員
の
守
秘
義
務

　

大
島
は
、
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
重
ね
た
が
、
こ
こ
で
は
、
重
要
と

思
わ
れ
る
最
後
の
質
問
を
取
り
上
げ
よ
う
。
第
二
十
八
条
お
よ
び
第
二
十
九
条

が
規
定
す
る
、
調
停
委
員
へ
の
罰
則
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
。
大
島
は
言
う
。

　
　

�

こ
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
公
務
員
で
あ
る
裁
判
官
と
か
、
あ
る
い
は
そ
れ

に
近
い
參
與
員
の
方
に
は
そ
れ
は
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
こ
の
調0

停
委
員
の
方
、
あ
る
い
は
そ
の
事
件
に
最
も
く
わ
し
い
人
と
い
う
よ
う
な

0

0

0
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0

0

0
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0

も
の
が
選
任
さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
罰
則
の
規
定
は
あ
ま
り
に
酷
に
失

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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0

0
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0

0

し
て
0

0

、
こ
の
條
文
に
よ
り
ま
す
と
、
正
當
な
事
由
が
な
く
そ
う
い
う
秘
密

を
漏
ら
し
た
と
き
は
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
正
當
な
事
由
と

い
う
も
の
が
ど
れ
く
ら
い
ま
で
許
さ
れ
る
も
の
か
、
そ
し
て
ま
た
こ
の
秘0

密
を
守
つ
て
お
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
と
い
う
も
の
が
こ
れ
に
は
限

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

定
が
な
い

0

0

0

0

か
ら
、
あ
る
い
は
一
生
そ
の
秘
密
を
守
つ
て
お
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
そ
う
い
う
重
大
な
一
種
の
負
擔
と
い
う
も
の
を
押
し
つ
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
非
常
に
酷
な
よ
う
な
感
じ
が
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
は
、
家
庭
内
の
秘
密
と
か
何
と
か
を
一
般
に
知
ら
れ
て
は
ぐ
あ

い
が
惡
い
か
ら
、
そ
れ
を
保
護
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
わ
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
罰
則
の
規
定
は
あ
ま
り
に
嚴
格
に
す
ぎ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
せ
ぬ
か

0

0

0

0

と
い
う
感
じ
を
も
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
諸
會
合

の
内
容
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
の
内
容
の
秘
密
と
い
う
も
の
は
、
實
際
に
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お
い
て
は
な
か
な
か
守
り
に
く
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
閣
議
の
申
合
せ
で

も
、
す
ぐ
ど
こ
か
か
ら
漏
れ
て
く
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
り
つ
ぱ
な
人
達

ば
か
り
の
集
り
で
も
や
は
り
漏
れ
て
く
る
。
そ
れ
を
調
停
委
員
の
人
達

に
、
期
間
も
ほ
と
ん
ど
無
制
限
に
そ
う
い
う
重
い
荷
を
負
わ
せ
る
こ
と

は
、
私
は
非
常
に
重
過
ぎ
る
負
擔
で
あ
る
と
い
う
感
じ
を
も
つ
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
う
規
定
が
あ
る
た
め
に
、
調
停
委
員
に
な
る
こ
と
を
あ

0
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0

る
い
は
拒
絶
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
私
は
考
え
得
ら
れ
る

0

0

0

0
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0

0

0

0

0

0

0

00
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0

0

0

0

0

0

と
思
い
ま
す

が
、
調
停
委
員
に
な
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
權
利
は
も
つ
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
、
そ
う
い
う
點
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
を
願
い
ま
す
。

　

こ
の
質
問
に
対
す
る
奥
野
民
事
局
長
の
回
答
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

こ
れ
は
家
庭
内
の
秘
密
が
外
部
に
漏
洩
さ
れ
て
は
、
せ
つ
か
く
調
停
の

場
合
に
い
ろ
い
ろ
な
實
情
を
打
明
け
て
調
停
を
し
て
も
ら
つ
た
の
に
、
そ

の
調
停
委
員
の
方
か
ら
そ
の
内
容
が
流
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
は
非
常

に
迷
惑
を
す
る
。
殊
に
ま
た
調
停
の
評
議
と
い
う
も
の
は
秘
密
の
間
に
行

0
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0

0
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0
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0

う0

と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
調
停
の
評
議
の
内
容
、

0
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0

0

0

00

經
過
等
を
輕
々
し
く
ほ
か
に
漏
ら
さ
れ
て
は
、
非
常
に
弊
害
が
あ
り
ま
す
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0

の
で
、
現
行
法
の
各
種
の
調
停
に
も
同
じ
規
定
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
を
踏
襲
い
た
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
正
當
な
事

由
が
あ
つ
て
經
過
等
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
た
と
え
ば
裁
判

所
の
證
人
に
で
も
喚
ば
れ
る
よ
う
な
場
合
は
と
も
か
く
で
あ
り
ま
す
が
、

正
當
な
事
由
な
く
し
て
、
い
ろ
い
ろ
外
部
に
そ
う
い
う
經
過
等
を
漏
す
こ

と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
、
こ
の
二
十
八
條

の
規
定
を
從
前
通
り
お
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
事
實
上
調
停
0

0

委
員
を
辭
す
る
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
て
お
る

0
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0

0

0

0

0

0

0
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0

0
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0

0

の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
そ0

の
事
件
に
は
い
ろ
い
ろ
係
合
い
が
あ
つ
て
困
る
と
い
う
ふ
う
な
場
合
に

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
そ
の
事
件
に
は
い
る
こ
と
を
囘
避
す
る
こ
と
も
で
き
る

00
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
「
そ
の
秘
密
を
ず
つ
と
守
つ
て
い
る
期
間
」「
に
つ
い
て
は
期
間
が
い

つ
ま
で
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
あ
永
久
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に

な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。

（
四
）
参
与
員
の
地
位
お
よ
び
選
任

　

次
の
質
問
者
は
日
本
自
由
党
の
明み

よ
う
れ
い礼
輝
三
郎
で
あ
る
。
明
礼
は
参
与
員
に

つ
い
て
「
家
事
審
判
法
は
審
判
と
調
停
と
に
わ
か
れ
て
お
り
ま
す
。
審
判
の
方

に
參
與
員
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
參
與
員
と
い
う
も
の
が
一
つ

の
裁
判
を
す
る
形
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
地
位
の
人
に

な
つ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
か
」
と
質
問
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
奥
野
局

長
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
明
快
に
回
答
す
る
。

　
　

�　

參
與
員
は
調
停
委
員
と
違
い
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
審
判
に
は
直
接
關
與
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0

し
な
い

0

0

0

。
た
だ
立
會
つ
て
お
い
て
審
判
官
の
意
見
を
聽
か
れ
る
だ
け
で
あ
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つ
て
、
審
判
官
は
參
與
員
の
意
見
に
毫
も
拘
束
さ
れ
な
い
。
審
判
自
體
は

審
判
官
が
自
分
の
考
え
で
や
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
參
與
員
を
立
會

わ
せ
る
。
參
與
員
に
意
見
を
諮
問
し
な
が
ら
み
ず
か
ら
裁
判
を
や
る
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0
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0

と
い

う
こ
と
に
な
つ
て
お
る
。
そ
の
點
調
停
委
員
が
調
停
委
員
會
を
組
織
し
て

調
停
を
や
る
の
と
は
、
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
て
ど
う
い
う
人
が
參
與
員
に
な
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
大
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體
調
停
委
員
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
地
方
裁
判
所
長
が
き
め
た
者
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0

0

0

0
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0

の
う
ち
か
ら
、
最
高
裁
判
所
が
き
め
る
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こ
と
に
、
第
十
條
の
第
三
項
で
な

つ
て
お
り
ま
す
。
要
す
る
に
調
停
委
員
と
同
じ
よ
う
に
知
識
、
經
驗
を
有
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00

0

0

0

0

し
、
徳
望
も
あ
る
人
か
ら
あ
ら
か
じ
め
選
任
し
て
お
く
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0

こ
と
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
中
に
は
女
性
も
相
當
範
圍
候
補
者
の
中
に
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0

入
れ
て
お
く
こ
と
に
な
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

審
判
に
は
直
接
関
与
し
な
い
も
の
の
、
審
判
に
立
会
い
家
事
審
判
官
か
ら
意

見
を
諮
問
さ
れ
る
参
与
員
は
、
地
方
裁
判
所
所
長
に
よ
り
「
知
識
、
經
驗
を
有

し
、
徳
望
も
あ
る
人
か
ら
あ
ら
か
じ
め
選
任
」
さ
れ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
「
女
性
も
相
當
範
圍
候
補
者
の
中
に
入
れ
て
お
く
こ
と
」
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
欠
席
審
判
・
強
制
調
停
の
回
避

　

明
礼
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
質
問
の
後
、「
相
手
方
が
出
て
こ
な
い
と
き
」

に
関
し
て
質
問
し
て
い
る
。
彼
は
言
う
。

　
　

�

わ
れ
わ
れ
が
始
終
こ
う
い
う
こ
と
に
關
與
し
た
場
合
に
感
ず
る
こ
と
は
、

相
手
方
が
出
て
こ
な
い
と
き
で
あ
り
ま
す
。
出
て
こ
な
い
と
き
に
、
調
停

の
方
で
は
強
制
調
停
が
入
つ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
審
判
の

場
合
に
お
い
て
相
手
が
出
て
こ
な
い
よ
う
な
と
き
は
、
審
判
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
れ
は
適
當
に
處
理
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
し
か

し
ち
よ
う
ど
缺
席
裁
判
が
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
缺
席
審
判
―
相
手
が

數
囘
に
及
び
理
由
な
く
し
て
出
頭
し
な
い
場
合
に
は
缺
席
審
判
が
で
き
る

と
い
う
規
定
を
お
く
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

　

こ
れ
に
対
し
、
奥
野
は
「
大
體
審
判
は
非
訟
事
件
手
續
法
に
よ
り
ま
す
か

ら
、
職
權
で
い
ろ
い
ろ
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
も
し
こ
な
く
て
も

ど
ん
ど
ん
進
め
て
審
判
を
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
民
事
訴
訟
法

の
よ
う
に
自
白
し
た
る
も
の
と
み
な
す
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
は
、
職
權
調
査
の

關
係
上
、
す
ぐ
に
は
そ
う
言
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
じ
や
な
い
か
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

明
礼
は
調
停
に
つ
い
て
も
同
様
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　
　

�

こ
の
調
停
で
い
つ
も
問
題
に
な
る
の
は
當
事
者
が
出
て
こ
な
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
調
停
と
い
う
も
の
は
、
審
判
の
と
き
と
は
ま
た
一
層
頭
が
違
つ

て
お
つ
て
、
現
在
に
お
い
て
一
般
の
國
民
感
情
と
い
う
か
、
國
民
の
法
律

的
な
考
え
方
は
、
調
停
と
い
う
も
の
は
三
囘
や
五
囘
放
つ
て
お
い
て
も
別

に
か
ま
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
は
つ
き
り
認
識
し
て
お
り
ま
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す
。
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
調
停
申
立
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
出
て
行
か
ぬ
で

も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
言
う
者
が
あ
る
。
從
つ
て
事
件
を
實
際

や
り
ま
し
て
、
私
ど
も
申
立
人
と
な
り
相
手
と
な
り
、
あ
る
い
は
調
停
委

員
と
し
て
事
件
を
處
理
し
た
場
合
に
、
出
て
こ
な
い
と
役
所
も
困
る
が
相

手
方
も
申
立
人
も
困
る
。
出
て
こ
な
い
場
合
は
こ
の
第
三
章
以
下
の
調
停

の
規
定
で
、
ど
う
い
う
よ
う
に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
、
御
説
明
を
願
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
対
し
奥
野
は
「
そ
の
點
は
現
行
の
人
事
調
停
で
も
大
體
同
じ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
度
は
場
合
に
よ
つ
て
は
調
停
が
成
立
し
な
い
と
き
で
も
、
強
制
調

停
と
言
つ
て
は
語
弊
が
あ
り
ま
す
が
、
二
十
四
條
に
よ
つ
て
職
權
で
事
件
の
解

決
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
強
制
調
停
が
で
き
ま
す
」
と
回
答
し
た
。
そ
し
て
、
さ

ら
に
質
問
を
重
ね
る
明
礼
へ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　

�　

こ
れ
か
ら
家
事
審
判
所
が
家
庭
事
件
に
つ
い
て
特
に
深
く
關
心
を
も
つ
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と
思
い
ま
す
か

ら
、
當
事
者
が
出
て
こ
な
い
場
合
に
は
、
特
に
電
話
を
か
け
た
り
、
あ
る
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い
は
廷
丁
を
走
ら
せ
た
り
し
て
で
き
る
だ
け
出
る
よ
う
に
や
る
。
ぜ
ひ
そ
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う
い
う
方
法
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
家
事
審

判
法
の
委
員
會
の
最
後
に
、
そ
う
い
う
實
際
の
運
營
で
進
む
と
い
う
希
望

決
議
も
い
た
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
從
來
の
ご
と

く
消
極
的
で
は
な
く
積
極
的
に
運
營
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ま
さ
に
家
事
審
判
所
が
「
や
さ
し
い
手
続
で
、
早
く
、
親
切
に
、

し
か
も
適
切
に
処
理
す
る
家
庭
事
件
専
門
の
裁
判
所（
（1
（

」
で
あ
ら
ん
と
す
る
こ
と

の
宣
言
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
現
実
を
厳
し
く
直
視
す
る
明
礼
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
、
発

言
を
終
え
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

そ
れ
は
調
停
委
員
の
申
し
合
わ
せ
と
か
、
あ
る
い
は
裁
判
所
の
申
合
わ

せ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
當
事
者
は
心
得
て

0

0

0
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出
て
こ
な
い
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で
す
。
ち
や
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と
こ
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と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
何
ら
か
の
條
文
を
入
れ
て
お
か
な
け
れ

ば
、
活
用
は
で
き
ぬ
と
思
い
ま
す
。
政
府
で
お
出
し
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

皆
様
で
協
議
し
て
、
強
硬
な
修
正
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
經

驗
者
は
十
分
御
承
知
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
早
速
案
を
つ
く
つ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

理
念
と
現
実
と
の
間
で
揺
れ
動
く
家
事
審
判
所
は
、
は
た
し
て
、
そ
の
機
能

を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
事
審
判
所
を
実
際
に
担

う
こ
と
と
な
る
家
事
審
判
官
、
そ
し
て
参
与
員
・
調
停
委
員
の
動
向
が
注
目
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
第
一
回
国
会
で
の
家
事
審
判
法
案
を
め
ぐ
る
審
議
の
う
ち
、
八

月
一
五
・
一
八
日
の
参
議
院
司
法
委
員
会
ま
で
の
審
議
内
容
を
分
析
し
た
。
衆

参
両
院
の
委
員
会
審
議
か
ら
は
、
家
事
審
判
所
の
運
営
を
担
う
家
事
審
判
官
お

よ
び
参
与
員
・
調
停
委
員
へ
の
期
待
と
懸
念
と
が
具
体
的
に
見
え
て
く
る
。

　

第
一
回
国
会
に
お
け
る
審
議
は
、
さ
ら
に
続
く
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、

こ
れ
以
降
の
審
議
内
容
の
分
析
は
次
号
へ
譲
る
こ
と
と
す
る
。

注

（
1
）	

本
稿
は
、
筆
者
が
前
年
に
発
表
し
た
「
家
事
審
判
所
の
組
織
と
権
能
―
日
本

国
憲
法
施
行
期
の
役
割
―
」（『
川
口
短
大
紀
要
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
二
一
年

十
二
月
）
お
よ
び
「
家
事
審
判
所
の
創
設
―
教
育
法
史
か
ら
の
考
察
―

（
序
）」（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
』
人
間
学
部
篇 

第
二
十
一
号
、
二
〇
二
一
年

十
二
月
）
を
う
け
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）	

最
高
裁
判
所
事
務
局
民
事
部
『
家
事
審
判
所
の
話
』
一
九
四
八
年
一
月
、
一
三

ペ
ー
ジ
。

（
3
）	

同
右
、
一
～
三
ペ
ー
ジ
。

（
4
）	

同
右
。

（
5
）	

豊
水
道
祐
「
家
事
審
判
所
の
組
織
、
管
轄
及
び
手
續
に
つ
い
て
」『
判
例
タ
イ

ム
ズ
』
第
三
輯
、
一
九
四
八
年
八
月
、
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
6
）	

同
右
、
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
7
）	

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
一
〇
月
二
七
日
。

（
8
）	

家
事
審
判
官
、
参
与
員
、
調
停
委
員
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
家
事
審
判
所

の
組
織
と
権
能
」
の
う
ち
二
（
二
）「
家
事
審
判
所
の
組
織
」、
お
よ
び
同
「
家
事

審
判
所
の
創
設
」
の
う
ち
「
二　

家
事
審
判
所
参
与
員
の
役
割
」
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
9
）	

日
本
国
憲
法
施
行
に
備
え
て
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
二
〇
日
に
実
施

さ
れ
た
第
一
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
お
よ
び
同
年
四
月
二
五
日
に
実
施
さ
れ
た

第
二
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
受
け
、
特
別
会
と
し
て
同
年
五
月
二
〇
日
に
召

集
さ
れ
（
国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
所
収
の
三
沢
潤

生
「
国
会
」〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
〕）、
一
二
月
九
日
に
会
期
が
終
了
し

た
（
国
立
国
会
図
書
館
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」）。
な
お
、
国
会
召
集
日

の
五
月
二
〇
日
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
を
う
け
て
吉
田
茂
内
閣
が
総
辞
職

し
、
同
月
二
三
日
、
衆
参
両
院
は
内
閣
総
理
大
臣
に
日
本
社
会
党
中
央
執
行
委
員

長
の
片
山
哲
を
指
名
。
翌
二
四
日
、
日
本
社
会
党
・
民
主
党
・
国
民
協
同
党
の
三

党
連
立
に
よ
る
片
山
内
閣
が
成
立
し
た
（
国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大

辞
典
』
第
三
巻
所
収
の
藤
井
松
一
「
片
山
内
閣
」〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三

年
〕）。

（
10
）	

議
事
録
は
、
す
べ
て
前
掲
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
。

（
11
）	

昭
和
二
三
年
二
月
一
五
日
の
司
法
省
廃
止
お
よ
び
法
務
庁
設
置
以
後
は
法
務
総

裁
（
法
務
庁
設
置
法
〔
法
律
第
百
九
十
三
号
、
昭
和
二
二
年
一
二
月
一
七
日
〕
に

よ
る
）。

（
12
）	

元
東
北
帝
国
大
学
教
授
で
弁
護
士
。
戦
後
、
日
本
社
会
党
結
成
に
参
画
（
上
田

正
昭
ほ
か
監
修
『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
13
）	

高
知
県
会
議
員
を
経
て
昭
和
一
一
年
か
ら
衆
議
院
議
員
。
戦
後
、
日
本
社
会
党

結
成
に
参
加
。
昭
和
二
三
年
、
社
会
革
新
党
を
結
成
し
て
書
記
長
に
就
任
（
前
掲

『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』）。

（
14
）	

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
生
ま
れ
。
旧
姓
は
真
野
。
青
山
学
院
卒
業
。
大
正

八
年
に
雑
誌
記
者
と
な
り
、
昭
和
二
年
に
榊
原
巌
と
結
婚
（
前
掲
『
講
談
社
日
本

人
名
大
辞
典
』）。

（
15
）	

湯
沢
雍
彦
『
昭
和
後
期
の
家
族
問
題
―
一
九
四
五
～
八
八
年
、
混
乱
・
新

生
・
動
揺
の
な
か
で
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
四
九
ペ
ー
ジ
。
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（
16
）	

同
右
、
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
17
）	

前
大
審
院
判
事
（
前
掲
『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』）。

（
18
）	

最
高
裁
判
所
事
務
局
民
事
部
、
前
掲
『
家
事
審
判
所
の
話
』
二
ペ
ー
ジ
。

（
19
）	
同
右
、
一
三
ペ
ー
ジ
。

�

（
提
出
日
：
二
〇
二
二
年
九
月
二
二
日
）


